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1）成立背景

大正９年度志摩郡御座村の実地衛生調査を行う

同時に、沿岸６村(長岡村.波切村.船越村.布施田村.和具村.越賀村）の海女の実査

『保健衛生調査第威集』の作成

本書は、『保健衛生調査第試集』の海女部分の抜粋

２）目次構成

別紙

３）海女の種類

{罵鴛黛説川副㈱トマエ…舟を操る男性

夫婦一舟タイプ・集団タイプ

自宅と海浜を徒歩で往復して働く者…獄

荒布かつぎ腹かつぎなど

腹10尋～20尋

石花菜（細）２０～30尋（太）５～１０尋

真珠・荒布・掲布２～５尋



４）海女の出稼ぎ

毎年一定の期間他地方へ出稼ぎに行き、期間が終われば帰村する

①「海女としての出稼ぎ」専業海女

出稼ぎ先 朝鮮 伊豆 紀州

理由 ①事業家の勧誘

②貨殖のため

③海女の数増加、過剰

④伊豆は同地方の子女に海女の練習をさせる意味も含まれる

出稼ぎ人

出稼ぎ契約

関係綾

時期

場所

獲物

住居

海女の負

担

海女の収

入

臓居の収

入

船団

技価（あまり要求されず）

壮齢壮強

または若年で朝鮮にて練習

親方…朝鮮沿岸の水産製造者

海女

臓居…親方・海女の中間に介

在し媒介や保証

４月～８月（※６０日

親方が指定

記載なし

船中

旅費･食費･'組合割は海女の
自弁

※漁業組合費を支払うことで海女個人

として漁獲物所有権を獲得する。

手金２０～４０円

漁獲物買い上げ形式

漁獲物の代金一(櫛,0%）

※５分…救済費５分…蝋居の収入

親方より海女の監督世話料の

給与十海女収穫代価の５％

(分引）＋監督する海女の水

揚げ高に応じた賞与十海女場

集運動経費

※旅費・食費も親方負担

1船に海女７～１３人､臆居２

人程度

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

②「農婦としての出稼ぎ」副業海女

・農繁期（収穫）期間（１０月初旬～１２月中旬）

「秋人」という

・養蚕・茶摘み（３月～８月）

・出稼ぎ地方：主に安濃・一志・飯南・河芸の４郡

記載なし

親方…磯場の買受人

海女

臆居…親方・海女の中間に介

在し媒介や保証

４～７月）（７０日）

:てんぐさ

賃貸合宿所

旅費・家賃半額親方負担

食費は海女の自弁

漁獲物の採取賃金形式

漁獲高の応じた賃金一(猟

15％）※分引全額…腫居の収入

海女の賃金の１５％（分引）＋

海女場集運動経費（若干）

記載なし



５）海女の習俗

①海女の育児

・分娩後３０～５０日で潜水

・嬰児は老婦や少女が付き添う

・休息ごとにほ乳・ミルク・重湯

・３歳頃になると家に残して自由に遊ばす。食事も食べたいときに食べる

・４，５歳になると磯辺で遊び、海水につかる。

②服装・頭髪

女子：細帯・「前掛け」・「巻き髪」「柿き髪」

４５，６歳以上の女性手拭いを頭部に緊縛が多い

磯シャツ…朝鮮への出稼ぎを契機に着用が始まり、しだいに普及。

磯メガネ…構造の変遷についての記載あり

③かりや（仮り家）・ヒマヤ

・今は月経をカリヤ・ヒマヤ・ヒマイと俗称

・昔は月経の時は別居（別火）

・共同の一家

・今から３０年前（明治３０年代）まで存続。→「廃止」

・廃止後も月経者は自宅納屋、仏事・神事への不参

④うぷや（産屋）

・妊産婦の別居する家、かりやと同一目的

．おおむね出産直前から出産後１０日間

・カリヤは廃止、産屋は存続。６０余戸（調査７村中２村では廃止）

御座村＝廃止、船越村・越賀村＝存続

・オビヤ（帯家）と呼称

⑤ネヤ（寝屋）

・トマヤ（トマリヤの転誰）ともいう。

・表の解釈「青年の娯楽所｣、裏の解釈「青壮男女の密会媒介所」

．「崎島地諸村ノ特有ノモノニシテ古来諸村存続シタルコトハ直、.「崎島地諸村ノ特有ノモノニシテ古来諸村存続シタルコトハ直二男女関係ノ開放的ナ

リシコトヲ連想セシムルニ足り…文運ノ進化ハ風教上ノ顧慮ｦ喚起シ遂二廃絶二帰

シ今ハ其ノ形骸ヲ存セス、然しトモ因襲ノ形而下二潜存スルハ之ヲ認ムルヲ得ベシ即

チ今猶ホ男女ノ関係比較的開放的ナルト、星光ヲタドリテ繊娘ノ担下二青年の陰影ヲ

没スル事象ノ如キハ蓋シ淫廃ナリシ寝家ノ余風トシテ考フルヲ得ベキナリ」

⑥海女の喫煙

．「巻き貝」という小貝の尾尖に穴をあけ細い竹をさしてキセルとする

・椿の葉に煙草を巻く「芝捲（シバマキ)」は味佳


